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うと、発想を転換しました。微量だけど困る
ものとして、大腸菌などの菌、タバコなどの
臭い、そして徐々にたまる汚れ、この３つを
選び、これらを分解するために酸化チタン
をコーティングすることを考えました。丁度そ
の頃、ＴＯＴＯ（株）の方が研究室に来られ
たので、まずはトイレ用のタイルにコーティン
グすることを試みました。トイレの臭い、あれ
は尿の成分が菌によってアンモニアに分解
されて臭うわけで菌を殺せば臭わなくなる
はず、では殺菌をしよう、ということになっ
て製品化が進みました。光触媒は、大腸菌
や緑膿菌、手足口病の原因となるウィルスも
死滅させることがわかり、がん細胞にも有
効であることも確認されています。その延
長線上で、現在はコロナウィルスへの応用
が研究されています。
　タバコの臭いをどうするかという問題に
は、空気清浄機に工夫して酸化チタンをコ
ーティングしたフィルターを使い、空気をき
れいにすることを考えました。このシステム
は、新幹線「のぞみ」の空気清浄機に導入
されています。これは、ＪＲ東海の社長をし
ていらした葛西敬之さん（現在はＪＲ東海
・名誉会長）から、ＪＲ東海の機能材料研
究所（愛知県・小牧）の所長を任された７年
間の研究の成果でした。
　徐々に着いていく油汚れをどうするかとい
う問題には、硝子の上に酸化チタンを工夫し
てコーティングするという方法を考えました。
硝子のコーティングでは、光触媒の超親水
効果という大きな発見もありました。酸化チ
タンをコーティングした硝子に太陽光を当て
ると、表面に水が馴染みやすくなるのです。
この効果を利用したものが自動車のサイドミ
ラー、建物の外壁などに使われていますが、
どちらも水をかければセルフクリーニング効
果で表面はいつもきれいに保たれます。水を
かけるだけで掃除しなくていいので、学校
の窓ガラスなどにもこのコーティングをどん

徹底的に先生方に批判されてしまいました。
　条件つきで博士号をもらい、神奈川大学
の講師のポストをいただいた後、この実験
の結果を論文に書いて「ネイチャー」に送り
ました。「ネイチャー」は掲載する論文の選
考に厳しいことで知られています。論文を
送っても普通は審査でコテンパンにやられ
るわけなのですが、私が送った論文は一発
で採用され、すぐに印刷されました。1972
年のことです。校正する時間も無かったの
で、書いてあったはずの図の説明が全部抜
けたまま印刷されたというようなこともあり
ましたが、あのときの「ネイチャー」の編集
者は凄かった、と今でも思います。

その後、研究は発想の転換で
「酸化分解力」を利用した

ていたのは写真化学の研究室だったので
すが、隣の研究室で複写コピーの材料を研
究していて、そこで酸化チタンを使っていた
のです。隣の研究室の先輩に酸化チタンが
どこで手に入るのかを訊いたところ、神戸
のメーカーだというので、住所を教えてもら
い、早速、そのメーカーの社長宛てに手紙を
書きました。
 「酸化チタンの結晶を是非実験で使わせ
て欲しい」とお願いしたところ、「今度、東
京に行くから会ってあげよう」とおっしゃっ
てくれたのです。その結果、親指くらいの酸
化チタンの単結晶を手に入れることができ
ました。酸化チタンの単結晶はとても硬い
のです。東大にあったダイアモンドカッター
を使って、ようやくそれを切ることができま
した。切った酸化チタンを水の中に入れて
光を当てる実験をやるとガスが出てきまし
たが、酸化チタンの表面は溶けずにピカピ
カのままでした。出てきたガスを集めて分
析すると、酸素でした。もうひとつ白金をつ
なげておくと、そちらからは水素が出てきま
した。酸素と水素が出てきたので、これで
水が分解できるということを見つけたわけ
です。それを学会で発表しました。

専門学会では批判の嵐に
晒されたが、権威あるイギリスの
学術誌「ネイチャー」に論文が掲載
されて一転、世界から注目される。

　水を分解して酸素が出るという現象は電
気分解として知られていますが、電気分解
には1.23ボルト以上の電圧をかけるという
理論値があるのです。しかし、私の実験で
は理論値を飛び越して、マイナス0.5ボルトで
水が分解されました。電圧がいらないわけ
です。それを電気化学会で発表したところ、
「そんなことは有り得ない。理論値の1.23
ボルト以上かけないと、水は絶対に電気分
解できない」と否定されました。
 「この実験では光を当てています。光はエ
ネルギーです」と説明したのですが、その頃
は太陽電池もできていませんし、光がエネ
ルギーであるという感覚が無いわけです。そ
こで、植物の光合成反応を例えに出しまし
た。植物の葉に太陽が当たると、空気中の
二酸化炭素と水から糖を作ります。水が分
解される過程で酸素が出てきます。光合成
反応を人工的に行ったのだと説明しました
が、「光合成と水の電気分解は関係ない」と

強い酸化分解力と超親水性、低コストでメンテナンスフリー。
光触媒を使った多くの製品が私たちの暮らしを支えている。
前東京理科大学学長、現在、栄誉教授の藤嶋昭先生が

光触媒の研究で「本多・藤嶋効果」を発見したのは50年前、大学院生の時だった。
思い立ったらすぐ行動するフットワークの良さ、柔軟な発想、

そしてインタビューで何度も使われた「工夫」という言葉に、藤嶋先生の研究者としての姿勢が伺えた。
新幹線、住宅、高層ビル、文化財にも使われているエコでクリーンな技術。
農業や医療の分野にも、その可能性はこれからも広がるばかりである。

「除菌」「脱臭」「防汚」へと
広がっていく。「超親水性」
という新しい発見も

　そもそも水の電気分解と光は、研究の分
野として全然別です。それを一緒にするとい
うか、電気分解の分野に光を導入する「光
電気化学」という、新しい学問の分野を私
は作ることになりました。太陽光は無尽蔵
のエネルギーです。チタンも地球にある元
素の中で10番目に多く、酸化物にした酸化
チタンは、安くて、しかも安全なのです。歯
磨き粉やホワイトチョコレートにも含まれて
います。
　酸化チタンの単結晶を使った論文が「ネ
イチャー」に掲載された後、もっと安い材料
で同じ効果のあるものを作ろうと考えまし

た。そこで、チタンの薄い板を買ってきてハ
サミで切り、バーナーで炙って表面に酸化
チタンを作り、工夫してそれを敷き詰めて水
を入れ、太陽光のもとに晒す、そういう大き
いシステムを作って東大の本郷キャンパスの
屋上で実験をやりました。夏は太陽光も多
いので、一日7リットルの水素が取れたので
すが、エネルギー変換効率が低いのです。
酸化チタンは太陽光の3％しか吸収できな
い、そしてその10分の１を水素として変換し
ているわけです。それは仕方ない、しかし、
安い材料で作ったメンテナンスフリーのシス
テムで結果が出たということを論文にして、
ひとつの区切りにしようと思いました。
　水を分解できるということは他も分解で
きるわけですから、水素を取る代わりに今
度は「微量で困っているもの」を相手にしよ

どん使って欲しいと思っています。
　光触媒を研究する中での新しい発見は、
超親水性だけではありません。鏡が曇らな
くなる「防曇効果」は当時、ＴＯＴＯ（株）
の研究員だった渡部俊也さんと一緒に見つ
けました。渡部さんが私と共同で論文にし
て、世界中で特許を取ったのですが、東京
では特許庁始まって以来の異議申し立てが
起こり、審査がありましたが、特許を取得で
きました。渡部俊也さんは、その後に東大
の教授になられ、現在は副学長をなさって
います。

大気汚染問題にも。
ＮＯｘを除去する画期的な
大気浄化を可能にする
建物の外壁コーティング

　燃料を高温で燃やすことで発生する窒素酸
化物（ＮＯｘ）を、空気中からいかに取るか。
　光触媒でＮＯｘを除去する画期的な大気
浄化を考えて、道路自体を酸化チタンでコー
ティングする「フォトロード工法」を、首都圏の
環状七号線の一部を使って試みました。車
が上を走るので道路表面のコーティングが取
れやすく、まだ研究の余地があります。ＮＯｘ
除去には建物の壁を使う手もあります。これ
はヨーロッパで、すでに行われています。コペ
ンハーゲンの空港では空港全体が光触媒
でコーティングされていて、現地で試験をし
たところ確かにＮＯｘは減ったということで
した。
　難しいのは内装、壁紙です。まず、屋内は
光触媒を利用するには光が弱すぎるという
ことがあります。もうひとつの問題は壁紙が
有機物であること。壁紙の上に酸化チタン
をコーティングしなければいけないのです
が、壁紙を分解しないようにしなければな
らないわけです。そして、そのように工夫し
た酸化チタンをうまく着けて、しかもコーテ

大学院生になりたての頃、
酸化チタンを実験に使いたくて
「ぜひ使わせて欲しい」と
メーカーに手紙を書いた

　フランスの物理学者、ベクレルが白金を電
解水に入れて光を当てると電流が生じるこ
とを発見したのは1839年、「光・ベクレル効
果」と呼ばれています。ベクレルがそれを発
見した時に確認した電流の応答は僅かなも
のでした。1950年代にアメリカのベル研究
所で半導体が発明されると、アメリカやドイ
ツの研究者が半導体を水の中に入れて実
験を行い、その論文が出た後くらいの時期
に、私は東大大学院の学生になりました。
　論文は酸化亜鉛は応答があるけど溶け
る、シリコンは応答が一瞬だけ、という内容
でした。その論文の実験を追試して確かめ
た後、溶けない物はないかと探しました。そ
して偶然、酸化チタンに出会います。所属し

世界をリードする日本の発明、光触媒。
「持続可能な社会」をエコでクリーンな技術で実現する。

壁に光触媒タイルを使用している手術室
出典：美和医療電機株式会社
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ィングが剥がれないようにしなければなら
ない。いくつかの製品が出来ていますが、
壁紙はまだまだ工夫の余地があります。

持続可能な社会に貢献する
光触媒の技術。
太陽光を無駄無く利用、
エネルギー変換効率が高い、
次世代の太陽電池へ

　光触媒で水を分解して酸素と水素を作る
「人工光合成」の研究は日本が主導してき
ましたが、世界中でも取り組まれていて、特
にアメリカでは人工光合成研究には大きな
予算が当てられてきました。太陽電池と水
の電気分解を組み合わせる「ハイブリッド
型人工光合成」の研究も進んでいて、太陽
光のエネルギーの変換効率を上げて効率
的に水素を生成するしくみもできています。
　光触媒に利用される酸化チタンは紫外線
を当てることで反応が起ります。スイスのマ
イケル・グレッツェルが研究しているのは紫
外線だけでなく、可視光線を無駄無く使っ
て発電する「色素増感太陽電池」です。こ
れは、エネルギー変換効率が大きく向上す
ることが確認されていて、次世代の太陽電
池として期待されています。

■酸化チタン電極を用いる太陽光照射下
での水素発生実験

■「6大機能」とその使用環境で利用する光の関係 ■酸化チタン光触媒の「2つの反応」と「6大機能」の関係

■光触媒の反応機構

■酸化チタン表面に光が照射されて起こる2つの反応タイプ

※図表は「第一人者が明かす光触媒のすべて」（ダイヤモンド社）より
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硝子のコーティングでは、光触媒の超親水
効果という大きな発見もありました。酸化チ
タンをコーティングした硝子に太陽光を当て
ると、表面に水が馴染みやすくなるのです。
この効果を利用したものが自動車のサイドミ
ラー、建物の外壁などに使われていますが、
どちらも水をかければセルフクリーニング効
果で表面はいつもきれいに保たれます。水を
かけるだけで掃除しなくていいので、学校
の窓ガラスなどにもこのコーティングをどん

徹底的に先生方に批判されてしまいました。
　条件つきで博士号をもらい、神奈川大学
の講師のポストをいただいた後、この実験
の結果を論文に書いて「ネイチャー」に送り
ました。「ネイチャー」は掲載する論文の選
考に厳しいことで知られています。論文を
送っても普通は審査でコテンパンにやられ
るわけなのですが、私が送った論文は一発
で採用され、すぐに印刷されました。1972
年のことです。校正する時間も無かったの
で、書いてあったはずの図の説明が全部抜
けたまま印刷されたというようなこともあり
ましたが、あのときの「ネイチャー」の編集
者は凄かった、と今でも思います。

その後、研究は発想の転換で
「酸化分解力」を利用した

ていたのは写真化学の研究室だったので
すが、隣の研究室で複写コピーの材料を研
究していて、そこで酸化チタンを使っていた
のです。隣の研究室の先輩に酸化チタンが
どこで手に入るのかを訊いたところ、神戸
のメーカーだというので、住所を教えてもら
い、早速、そのメーカーの社長宛てに手紙を
書きました。
 「酸化チタンの結晶を是非実験で使わせ
て欲しい」とお願いしたところ、「今度、東
京に行くから会ってあげよう」とおっしゃっ
てくれたのです。その結果、親指くらいの酸
化チタンの単結晶を手に入れることができ
ました。酸化チタンの単結晶はとても硬い
のです。東大にあったダイアモンドカッター
を使って、ようやくそれを切ることができま
した。切った酸化チタンを水の中に入れて
光を当てる実験をやるとガスが出てきまし
たが、酸化チタンの表面は溶けずにピカピ
カのままでした。出てきたガスを集めて分
析すると、酸素でした。もうひとつ白金をつ
なげておくと、そちらからは水素が出てきま
した。酸素と水素が出てきたので、これで
水が分解できるということを見つけたわけ
です。それを学会で発表しました。

専門学会では批判の嵐に
晒されたが、権威あるイギリスの
学術誌「ネイチャー」に論文が掲載
されて一転、世界から注目される。

　水を分解して酸素が出るという現象は電
気分解として知られていますが、電気分解
には1.23ボルト以上の電圧をかけるという
理論値があるのです。しかし、私の実験で
は理論値を飛び越して、マイナス0.5ボルトで
水が分解されました。電圧がいらないわけ
です。それを電気化学会で発表したところ、
「そんなことは有り得ない。理論値の1.23
ボルト以上かけないと、水は絶対に電気分
解できない」と否定されました。
 「この実験では光を当てています。光はエ
ネルギーです」と説明したのですが、その頃
は太陽電池もできていませんし、光がエネ
ルギーであるという感覚が無いわけです。そ
こで、植物の光合成反応を例えに出しまし
た。植物の葉に太陽が当たると、空気中の
二酸化炭素と水から糖を作ります。水が分
解される過程で酸素が出てきます。光合成
反応を人工的に行ったのだと説明しました
が、「光合成と水の電気分解は関係ない」と

強い酸化分解力と超親水性、低コストでメンテナンスフリー。
光触媒を使った多くの製品が私たちの暮らしを支えている。
前東京理科大学学長、現在、栄誉教授の藤嶋昭先生が

光触媒の研究で「本多・藤嶋効果」を発見したのは50年前、大学院生の時だった。
思い立ったらすぐ行動するフットワークの良さ、柔軟な発想、

そしてインタビューで何度も使われた「工夫」という言葉に、藤嶋先生の研究者としての姿勢が伺えた。
新幹線、住宅、高層ビル、文化財にも使われているエコでクリーンな技術。
農業や医療の分野にも、その可能性はこれからも広がるばかりである。

「除菌」「脱臭」「防汚」へと
広がっていく。「超親水性」
という新しい発見も

　そもそも水の電気分解と光は、研究の分
野として全然別です。それを一緒にするとい
うか、電気分解の分野に光を導入する「光
電気化学」という、新しい学問の分野を私
は作ることになりました。太陽光は無尽蔵
のエネルギーです。チタンも地球にある元
素の中で10番目に多く、酸化物にした酸化
チタンは、安くて、しかも安全なのです。歯
磨き粉やホワイトチョコレートにも含まれて
います。
　酸化チタンの単結晶を使った論文が「ネ
イチャー」に掲載された後、もっと安い材料
で同じ効果のあるものを作ろうと考えまし

た。そこで、チタンの薄い板を買ってきてハ
サミで切り、バーナーで炙って表面に酸化
チタンを作り、工夫してそれを敷き詰めて水
を入れ、太陽光のもとに晒す、そういう大き
いシステムを作って東大の本郷キャンパスの
屋上で実験をやりました。夏は太陽光も多
いので、一日7リットルの水素が取れたので
すが、エネルギー変換効率が低いのです。
酸化チタンは太陽光の3％しか吸収できな
い、そしてその10分の１を水素として変換し
ているわけです。それは仕方ない、しかし、
安い材料で作ったメンテナンスフリーのシス
テムで結果が出たということを論文にして、
ひとつの区切りにしようと思いました。
　水を分解できるということは他も分解で
きるわけですから、水素を取る代わりに今
度は「微量で困っているもの」を相手にしよ

どん使って欲しいと思っています。
　光触媒を研究する中での新しい発見は、
超親水性だけではありません。鏡が曇らな
くなる「防曇効果」は当時、ＴＯＴＯ（株）
の研究員だった渡部俊也さんと一緒に見つ
けました。渡部さんが私と共同で論文にし
て、世界中で特許を取ったのですが、東京
では特許庁始まって以来の異議申し立てが
起こり、審査がありましたが、特許を取得で
きました。渡部俊也さんは、その後に東大
の教授になられ、現在は副学長をなさって
います。

大気汚染問題にも。
ＮＯｘを除去する画期的な
大気浄化を可能にする
建物の外壁コーティング

　燃料を高温で燃やすことで発生する窒素酸
化物（ＮＯｘ）を、空気中からいかに取るか。
　光触媒でＮＯｘを除去する画期的な大気
浄化を考えて、道路自体を酸化チタンでコー
ティングする「フォトロード工法」を、首都圏の
環状七号線の一部を使って試みました。車
が上を走るので道路表面のコーティングが取
れやすく、まだ研究の余地があります。ＮＯｘ
除去には建物の壁を使う手もあります。これ
はヨーロッパで、すでに行われています。コペ
ンハーゲンの空港では空港全体が光触媒
でコーティングされていて、現地で試験をし
たところ確かにＮＯｘは減ったということで
した。
　難しいのは内装、壁紙です。まず、屋内は
光触媒を利用するには光が弱すぎるという
ことがあります。もうひとつの問題は壁紙が
有機物であること。壁紙の上に酸化チタン
をコーティングしなければいけないのです
が、壁紙を分解しないようにしなければな
らないわけです。そして、そのように工夫し
た酸化チタンをうまく着けて、しかもコーテ

大学院生になりたての頃、
酸化チタンを実験に使いたくて
「ぜひ使わせて欲しい」と
メーカーに手紙を書いた

　フランスの物理学者、ベクレルが白金を電
解水に入れて光を当てると電流が生じるこ
とを発見したのは1839年、「光・ベクレル効
果」と呼ばれています。ベクレルがそれを発
見した時に確認した電流の応答は僅かなも
のでした。1950年代にアメリカのベル研究
所で半導体が発明されると、アメリカやドイ
ツの研究者が半導体を水の中に入れて実
験を行い、その論文が出た後くらいの時期
に、私は東大大学院の学生になりました。
　論文は酸化亜鉛は応答があるけど溶け
る、シリコンは応答が一瞬だけ、という内容
でした。その論文の実験を追試して確かめ
た後、溶けない物はないかと探しました。そ
して偶然、酸化チタンに出会います。所属し

世界をリードする日本の発明、光触媒。
「持続可能な社会」をエコでクリーンな技術で実現する。

壁に光触媒タイルを使用している手術室
出典：美和医療電機株式会社
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ィングが剥がれないようにしなければなら
ない。いくつかの製品が出来ていますが、
壁紙はまだまだ工夫の余地があります。

持続可能な社会に貢献する
光触媒の技術。
太陽光を無駄無く利用、
エネルギー変換効率が高い、
次世代の太陽電池へ

　光触媒で水を分解して酸素と水素を作る
「人工光合成」の研究は日本が主導してき
ましたが、世界中でも取り組まれていて、特
にアメリカでは人工光合成研究には大きな
予算が当てられてきました。太陽電池と水
の電気分解を組み合わせる「ハイブリッド
型人工光合成」の研究も進んでいて、太陽
光のエネルギーの変換効率を上げて効率
的に水素を生成するしくみもできています。
　光触媒に利用される酸化チタンは紫外線
を当てることで反応が起ります。スイスのマ
イケル・グレッツェルが研究しているのは紫
外線だけでなく、可視光線を無駄無く使っ
て発電する「色素増感太陽電池」です。こ
れは、エネルギー変換効率が大きく向上す
ることが確認されていて、次世代の太陽電
池として期待されています。

■酸化チタン電極を用いる太陽光照射下
での水素発生実験

■「6大機能」とその使用環境で利用する光の関係 ■酸化チタン光触媒の「2つの反応」と「6大機能」の関係

■光触媒の反応機構

■酸化チタン表面に光が照射されて起こる2つの反応タイプ

※図表は「第一人者が明かす光触媒のすべて」（ダイヤモンド社）より
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　燃料を高温で燃やすことで発生する窒素酸
化物（ＮＯｘ）を、空気中からいかに取るか。
　光触媒でＮＯｘを除去する画期的な大気
浄化を考えて、道路自体を酸化チタンでコー
ティングする「フォトロード工法」を、首都圏の
環状七号線の一部を使って試みました。車
が上を走るので道路表面のコーティングが取
れやすく、まだ研究の余地があります。ＮＯｘ
除去には建物の壁を使う手もあります。これ
はヨーロッパで、すでに行われています。コペ
ンハーゲンの空港では空港全体が光触媒
でコーティングされていて、現地で試験をし
たところ確かにＮＯｘは減ったということで
した。
　難しいのは内装、壁紙です。まず、屋内は
光触媒を利用するには光が弱すぎるという
ことがあります。もうひとつの問題は壁紙が
有機物であること。壁紙の上に酸化チタン
をコーティングしなければいけないのです
が、壁紙を分解しないようにしなければな
らないわけです。そして、そのように工夫し
た酸化チタンをうまく着けて、しかもコーテ

大学院生になりたての頃、
酸化チタンを実験に使いたくて
「ぜひ使わせて欲しい」と
メーカーに手紙を書いた

　フランスの物理学者、ベクレルが白金を電
解水に入れて光を当てると電流が生じるこ
とを発見したのは1839年、「光・ベクレル効
果」と呼ばれています。ベクレルがそれを発
見した時に確認した電流の応答は僅かなも
のでした。1950年代にアメリカのベル研究
所で半導体が発明されると、アメリカやドイ
ツの研究者が半導体を水の中に入れて実
験を行い、その論文が出た後くらいの時期
に、私は東大大学院の学生になりました。
　論文は酸化亜鉛は応答があるけど溶け
る、シリコンは応答が一瞬だけ、という内容
でした。その論文の実験を追試して確かめ
た後、溶けない物はないかと探しました。そ
して偶然、酸化チタンに出会います。所属し

世界をリードする日本の発明、光触媒。
「持続可能な社会」をエコでクリーンな技術で実現する。

壁に光触媒タイルを使用している手術室
出典：美和医療電機株式会社
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ィングが剥がれないようにしなければなら
ない。いくつかの製品が出来ていますが、
壁紙はまだまだ工夫の余地があります。

持続可能な社会に貢献する
光触媒の技術。
太陽光を無駄無く利用、
エネルギー変換効率が高い、
次世代の太陽電池へ

　光触媒で水を分解して酸素と水素を作る
「人工光合成」の研究は日本が主導してき
ましたが、世界中でも取り組まれていて、特
にアメリカでは人工光合成研究には大きな
予算が当てられてきました。太陽電池と水
の電気分解を組み合わせる「ハイブリッド
型人工光合成」の研究も進んでいて、太陽
光のエネルギーの変換効率を上げて効率
的に水素を生成するしくみもできています。
　光触媒に利用される酸化チタンは紫外線
を当てることで反応が起ります。スイスのマ
イケル・グレッツェルが研究しているのは紫
外線だけでなく、可視光線を無駄無く使っ
て発電する「色素増感太陽電池」です。こ
れは、エネルギー変換効率が大きく向上す
ることが確認されていて、次世代の太陽電
池として期待されています。

■酸化チタン電極を用いる太陽光照射下
での水素発生実験

■「6大機能」とその使用環境で利用する光の関係 ■酸化チタン光触媒の「2つの反応」と「6大機能」の関係

■光触媒の反応機構

■酸化チタン表面に光が照射されて起こる2つの反応タイプ

※図表は「第一人者が明かす光触媒のすべて」（ダイヤモンド社）より
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1942年、東京世田谷に生まれる。
1966年、横浜国立大学工学部卒業。
1971年、東京大学大学院工学系研究博士課程修了。
同年、神奈川大学工学部専任講師。
1975年、東京大学工学部講師。
1976～77年、テキサス大学オースチン校博士研究員。
1978年、東京大学工学部助教授。
1986年、東京大学工学部教授。
2003年、財団法人神奈川科学技術アカデミー理事長。
2003年、東京大学名誉教授。
2005年、東京大学特別栄誉教授。
2010年、東京理科大学学長　
現在、東京理科大学栄誉教授、東京理科大学光触媒国際研
究センター センター長、東京応化科学技術振興財団理事長、
光機能材料研究会会長、吉林大学名誉教授、上海交通大学
名誉教授、ヨーロッパアカデミー会員、中国工程院外国院士。
これまで、電気化学会会長、日本化学会会長、日本学術会議
会員・化学委員会委員長などを歴任。

主な受賞歴
文化勲章（2017 年）、トムソン・ロイター引用栄誉賞（2012 年）、
the Luigi Galvani Medal（２０１１年）、文化功労賞（2010 年）、
神奈川文化賞（2006 年）、恩賜発明賞（2006 年）、日本国際賞

（2004 年）、日本学士院賞（2004 年）、産学官連携功労者表彰・
内閣総理大臣賞（2004 年）、紫綬褒章（2003 年）、第一回 The 
Gerischer Award（2003 年）、日本化学賞（2000 年）、井上春成
賞（1998 年）、朝日賞（1983 年）など。
オリジナル論文（英文のみ）896 編、著書（分担執筆、英文含む）
約 50 編、総説・解説 494 編、特許 310 編。

藤嶋 昭
F u j i s h i m a 　 A k i r a

光
触
媒
の

応
用
と
可
能
性

前東京理科大学学長 / 現栄誉教授
東京理科大学 総合研究機構 光触媒国際研究センター センター長

藤嶋 昭
F u j i s h i m a  A k i r a
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